
神宮外苑1000本の樹木を切らないで

～ 都市の樹木の役割を気候変動の観点から考える ～
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東京の気温は下がり始めた？
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熱中症の救急搬送者数と死亡者数の年々変化

全国熱中症救急搬送状況と東京の平均最⾼気温の週別変化
（2020年）

（総務省）

夏の気温上昇に伴い，東京を始め，全国的に熱中症の患者数が増加している
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気象庁 「北の丸」観測点（現）

気象庁 「⼤⼿町」観測点（旧）
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周辺を緑に囲まれた気象庁 「北の丸」観測点©T.Mikami

⼤⼿町

北の丸

約1.4℃の気温低下

気象庁の東京観測点は，2014年12⽉に市街地の⼤⼿町から緑地の皇居・北の丸公園に移転
＞その結果，年間の平均気温が0.9℃，平均最低気温が1.4℃，平均最⾼気温が0.2℃も低下した！



広域METROSで東京のヒートアイランドの時空間構造を解明する
→ いつ，どこで，なぜ暑くなるのか？
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夏（7-8⽉）の早朝と午後の気温分布を較べると
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ヒートアイランドの形成メカニズム

①都⼼部を中⼼とする⼈⼯排熱の増加による⼤気の直接加熱
都区部の年間平均⼈⼯排熱量は約24W/㎡
→ 東京地域で受け取る年間平均⽇射量の20%

②都市地表⾯の⼈⼯化による熱収⽀の変化
⽇中に⽇射エネルギーを蓄熱、夜間に放熱
→ 最低気温上昇 → 熱帯夜の増加

③緑と⽔辺空間の減少 → 蒸発による潜熱減少



都市の気温を上昇させる2⼤要因：⼈⼯表⾯と⼈⼯排熱
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夏の午後(14:00)，東京湾と相模湾からの冷涼な海⾵が沿岸の気温上昇を抑制する



東京湾からの海⾵は天然のクーラー
→ 海⾵の侵⼊で夏の気温上昇にブレーキがかかる！
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都市の気温上昇（ヒートアイランド）を緩和する緑地の樹⽊

新宿御苑

A.T.:気温 S.T.:表⾯温度©T.Mikami



都市の公園緑地は，公園⾵(Park Breeze)によって周辺市街地を
冷やすクーラー（クールアイランド）の役割を果たしている
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明治神宮

南側市街地 新宿御苑 北側市街地



緑地（皇居）のクールアイランド効果と公園⾵ (Park Breeze)

東西断面： 冷気にじみ出し距離 200～250ｍ

南北断面： 冷気風下移流距離 300～350m ©T.Mikami



緑地が隣接すると，夜間〜早朝に冷気のブリッジがつながる
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神宮外苑地区には樹冠の厚い樹⽊が多数植栽され，
⽇陰と蒸散効果でヒートアイランド緩和に貢献している



樹冠の厚い樹⽊はヒートアイランド緩和に効果的！

★樹冠の厚みと⽇中の地表⾯温度の間には
正の相関がある。また，葉の厚みと葉の⾯積の
間には正の相関がある。

→ 葉が⽣い茂って樹冠が厚くなると,葉の⾯積が
広くなり，蒸発散量が増えて気化熱により周囲の
気温上昇を緩和し，地表⾯温度が低下して
涼しくなる。

出典：加藤ほか（2015)：森林の樹冠構造がヒートアイランド現象
緩和機能に及ぼす影響．⽇緑⼯誌, 41, 169-174.
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表参道・ケヤキ並⽊

神宮外苑
再開発予定地
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上空からクール・サーフェスが確認できる表参道のケヤキ並⽊

出典：ウイキペディア





府中市のケヤキ並⽊に沿う夏のクールゾーン
→ 周辺市街地よりも約1℃気温低下
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まとめに変えて
★東京の気温は地球温暖化の約2倍の速度で上昇を続けている。夏の気温上昇に伴い，熱中症の
患者数が増加し続けており，⽇中屋外での⾏動に注意が必要である。

★ 2014年末に皇居の緑地内に移転した東京の気温は，年平均で約１℃低下した。
→ このことから，樹林に囲まれたエリアでは，⽇射の遮蔽と葉の蒸散効果で気温が低下し，

ヒートアイランドが緩和されることを実証している。

★東京都内には，明治神宮，代々⽊公園，新宿御苑など50ヘクタールを越える⼤規模緑地が散在し，
緑地内の冷気が流出して周辺市街地のヒートアイランドを緩和する効果がある（Park Breeze）。

★公園緑地のように樹⽊が密⽣していなくても，街路樹など，連続した樹⽊帯はクールゾーンを
形成し，樹冠による⽇射の遮蔽でできる⽇陰と葉⾯からの蒸散効果によって周囲の気温上昇を抑制し，
ヒートアイランドを緩和する効果がある。

★神宮外苑地区の樹⽊は⾼⽊で樹冠密度も⾼く，⽇陰形成と蒸散効果で周辺エリアのヒートアイランド
を軽減して，歩⾏者や屋外で仕事をする都⺠を熱中症の危険から守る重要な役割を果たしている。
したがって，再開発による樹⽊の伐採やコンクリート建造物建設による環境改変は，都⺠の健康を
害するだけでなく，精神的な癒やしを奪う恐れが多⼤であり，計画の中⽌ないしは⼤幅⾒直しが望ましい。


